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は じ め に

　 18世 紀 の 思 想 家 ジ ャ ン=ジ ャ シ ク ・ル ソ ー(Jean-Jacques　 Rousseau　 1712-1778)は 音 楽 家 と し

て も知 ら れ て い る が 、晩 年 の未 完 の オ ペ ラ と し て1774年6月 か ら作 曲 が 始 め られ た 『ダ ブ ニ ス

と ク ロエ 』 が あ る 。 ル ソー の 死 の 翌 年1779年 に 、最 晩 年 の保 護 者 で も あ っ た ル ネ=ル イ ・ ド ・

ジ ラ ル ダ ン 侯 爵 に よ っ てFrag〃tens　 de　DAPHNIS　 et　CHLOE　 Co〃zposes　 du　premier　 Acte,　 de

l'Esquisse　du　Prologue　 et　de　differens　Morceaux　 prepares　 pour　le　second　Acte　et　le　Divertissement.と

して 出 版 され た 。

　 ル ソー が 作 曲 した 歌 劇 作 品 の 多 くは 作 詞 もル ソ ー 自身 が お こ な っ て い る こ と が 多 い が 、『ダ ブ

ニ ス と ク ロエ 』 に 関 して は 、ル ソ ー の 友 人 でJournal　 de　Parisの 編 集 者 で も あ っ た ギ ョ ー ム ・オ

リ ヴ ィ エ ・ ド ・コ ラ ン セ(Guillaume　 Olivier　de　Corancez,1734-1810)2の 手 に な る た め 、ル ソー

作 詞 と思 わ れ る 二 っ の 歌 詞 以 外 は ル ソ ー 全 集 に も収 録 され て い な い 。 他 方 、 音 楽 関 係 の 研 究 で

は ル ソー の 作 曲 面 が 研 究 対 象 と な り3、 『ダ ブ ニ ス と ク ロ エ 』 の 受 容 研 究 に お い て も ル ソー が 作

曲 し た と い う事 実 だ け が 語 られ4、台 本 そ の も の に つ い て の 本 格 的 な 研 究 は 、これ ま で な か っ た 。

　 そ こ で 本 稿 で は 、 ル ソー 作 曲 『ダ ブ ニ ス と ク ロエ 』 の 台 本 に 着 目 して 、 原 作 と な る ロ ン ゴ ス

の 古 代 ギ リ シ ア 恋 愛 小 説 『ダ ブ ニ ス と ク ロエ 』(特 に コ ラ ンセ が 用 い た ジ ャ ッ ク ・ア ミ ヨ訳5)

と 比 較 検 討 しな が ら 、 受 容 研 究 の 側 面 か ら分 析 を試 み た い。

作 曲 に 到 る 背 景

　 ジ ャ ンeジ ャ ッ ク ・ル ソ ー が オ ペ ラ 『ダ ブ ニ ス と ク ロエ 』 を 作 曲 し よ う とす る に 到 っ た 背 景

と し て 、 ル ソ ー と牧 歌(パ ス トラル)と の 関 係 に つ い て 、 ま ず 触 れ て お こ う。

　 内 藤 が 指 摘 し て い る よ うに6、 ル ソー の 自叙 伝 『告 白』 の 中 に は 、ル ソー とパ ス トラル の 関 係

が し ば し ば 述 べ られ て い る。 第 一 巻 で は 、 幼 少 期 の ル ソー が 父 親 と共 に 亡 き 母 が 遺 した バ ロ ッ

ク 小 説 を 読 み ふ け っ た こ と が 記 され て い る7。 中 で もオ ノ レ ・デ ュル フ ェ の 牧 歌 的 長 編 小 説 『ア

ス ト レ』 は 印 象 に 残 っ た よ うで 、1731年 の 旅 行 の記 述 に も 「た だ リ ョ ン に 近 づ い た と き 、 リニ

ョン の川 岸 を 見 に い くた め に 、 道 を 延 ば そ う とい う気 に な っ た の を 覚 え て い る 。 とい うの は 、

父 と読 ん だ 小 説 の な か で 、『ア ス トレ』 を忘 れ ず 、そ れ が 一 番 よ く 心 に よみ が え っ て 来 た か ら で

1本 研 究 はJSPS科 研 費23720183の 助 成 を受 け た も の で あ る
。

2Dictionnaire　 desjournalistes(1600-1789)ウ ェ ブ 版192　 Guillaume　 de　CORANCEZの 項 参 照 。
3e .g.海 老 澤(2012),　 pp.218-221.
aBarber(1989)

,　p..38;Vieillefond　 ed.(1987),　 p.　LXXXVI;Hardin(2000),　 pp.31,74.
5本 稿 で は コ ラ ンセ が 少 年 の 頃 に 出 版 され た1745年 版 を用 い

、表 記 も 再 現 し た 。 便 宜 上 、 テ ク ス トの 巻 数

とMorgan版(2004)の 章 番 号 も 付 す 。
6内 藤(2013)

,p.114ff.
'Rousseau(2012a)

,　p.73.
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あ る」(『 告 白 』 第 四 巻)8と あ る 。

　 ま た 、 生 ま れ て す ぐ に 母 親 を 亡 く した ル ソー を 世 話 して くれ た 叔 母 シ ュ ゾ ン が 歌 っ て くれ た

牧 歌 的 な 歌 の 節 々 の 思 い 出 も 『告 白 』 第 一 巻 に は 記 され て お り、 こ の 叔 母 か ら音 楽 の 趣 味 、 と

い う よ り情 熱 を 教 え られ た とル ソー は 語 っ て い る9。音 楽 家 と し て の ル ソー の 出 世 作 『村 の 占 い

師 』(1752)も ま た 、 パ ス トラ ル(牧 歌 劇)で あ っ た 。

　 さ て 、 ル ソー と 『ダ ブ ニ ス と ク ロエ 』 の 関 係 だ が 、1559年 に 初 版 が 出 た ジ ャ ッ ク ・ア ミ ヨ訳

『ダ ブ ニ ス とク ロ エ 』は18世 紀 に な る と美 しい 挿 絵 と共 に 繰 り返 し再 版 され 、しば しば 絵 画 の

主 題 に な る ほ ど の 古 典 に な っ て い た10。1747年9月28目 に パ リの 王 立 音 楽 ア カ デ ミー で 初 演 さ

れ 、1752年5月6日 に 再 演 され た ジ ョゼ フ ・ボ ダ ン ・ ド ・ボ ワモ ル テ ィエ(Joseph　 B・odin　de

Boismortier,1689-1755)作 曲 に よ るオ ペ ラ ・バ レ 『ダ ブ ニ ス と ク ロ エ 』 は 、 ロ ン ゴ ス 『ダ ブ ニ

ス と ク ロエ 』 の劇 音 楽 化 の 噛 矢 で あ る が 、 主 役 を 演 じた ピエ ー ル ・ジ ェ リオ ッ ト とマ リー ・フ

ェ ル は1752年12月 に 初 演 され た ル ソー の 『村 の 占 い 師 』 の 主 役 も 演 じて い る11。 ど ち ら も ほ

ぼ 同 時 期 の 作 品 で あ り、 ボ ワ モ ル テ ィ エ の オ ペ ラ ・バ レ をル ソー が 知 っ て い た 可 能 性 は 高 い 。

た と え 実 際 に 観 劇 し て い な くて も 、1747年 版 の 総 譜 と175年 再 演 の 台 本 が そ れ ぞ れ 出 版 され

て い る。

　 晩 年 に は コ ラ ン セ の 紹 介 で 、 パ リに 出 て 来 た ば か りの ク リス トフ ・ウ ィ リ ヴ ァル ト ・グル ッ

ク(1714-1787)と も知 り合 い 、1774年4月19日 の 『オ ー リ ドの イ フ ィ ジ ェ ニ ー 』 と8月1日

の 『オ ル フ ェ と ウ リデ ィ ス 』(『オ ル フ ェ オ 』 の フ ラ ン ス 語 版)初 演 に も 立 ち 会 っ て い る。 ル ソ

ー の 『ダ ブ ニ ス と ク ロ エ 』作 曲 は そ の 初 演 の 間 の 同 年6月 に 始 ま っ て お り、さ らに11月 に は 「『村

の 占 い 師 』 へ の 六 つ の 新 作 工 一 ル 」 を 作 曲 し直 して い る こ とか ら 、 グ ル ッ ク に 触 発 され て 再 び

劇 音 楽 を 手 が け た の で は な い か と 思 わ れ る12。 『ル ソ ー 、 ジ ャ ン=ジ ャ ッ ク を 裁 く』 の 第 二 対 話

の 中 で は 、 「第 一 幕 が 完 成 し、 残 りの か な りの 部 分 が 進 ん で い るオ ペ ラ 『ダ ブ ニ ス と ク ロ エ 』」

と述 べ られ て い る13。

ギ ヨー ム ・オ リ ヴ ィ エ ・ ド ・コ ラ ン セ

　 1774年8月23日 付 の マ ドレー ヌ ・ド ゥル セ ー ル 夫 人 宛 書 簡 で 、ル ソー は 四 幕14の パ ス トラ ル

『ダ ブ ニ ス とク ロエ 』 の 作 曲 を 始 め た と述 べ て お り 、 作 詞 は ドゥル セ ー ル 氏 と共 に こ こ で 夕 食

を 摂 っ た 人 物 だ と あ る15。 こ れ が ギ ヨー ム ・オ リ ヴ ィ エ ・ ド ・コ ラ ン セ で あ る 。 ル ソー が 台 本

を 友 人 の コ ラ ン セ に 依 頼 し た 経 緯 は 、 コ ラ ン セ 自身 の 回 想 か ら窺 え る16。 作 曲 熱 に 取 り憑 か れ

た ル ソー が あ る 日 、 コ ラ ン セ に 歌 詞 の 執 筆 を 依 頼 し た 。 コ ラ ン セ が 断 っ た に も か か わ ら ず 、 繰

8Rousseau(2012a)
,　p.257(小 林 訳(1979),　 p,.,)な お 、 『ア ス ト レ 』 は 、 リ ニ ョ ン 川 の ほ と り ル ・ フ ォ レ

地 方 が 舞 台 。

Rousseau(2012a),　 pp.77-78.
o詳 細 はBarber(1989)

,　pp.31-38;中 谷(2013),　 pp.54-55を 参 照 。
1中 谷(2013)

,p.56;海 老 澤(2012),　 p.198.
2海 老 澤(2012)

,p.219.
sRousseau(2012b)

,　p.248.
4書 簡 に は 四 幕 と 書 か れ て い る が

、 後 述 の 台 本 お よ び 楽 譜 で は 二 幕 に な っ て い る 。
5Rousseau(2012e)

,　p.3415.
6Corancez(1797)

,　p.32ff.
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り返 しル ソーが頼むので妻に相談 した ところ、数行書いて渡せば満足するのではないかとア ド

バイスされた とある。こ うしてTircisとDirceの 二重唱の歌詞 を書いた ところ、それ にル ソー

は作曲した。 さらにレシタテ ィフと二っのエールを含み、できれば二重唱で閉 じる一場面の歌

詞まで依頼 してきたので揶揄われているのか と思ったが、ル ソーの方はコランセの当惑に も気

づかない様子で、妻 の励 ま しもあ り、再び歌詞 を書 くことになった とい う。

　その際、ア ミヨ訳で何度 も読んで慣れ親 しんでいた 『ダブニスとクロエ』 を再読 し、依頼 さ

れた一場面だけではなく、プロロー グとデ ィヴェルティスマンを伴 う二幕のパス トラルのオペ

ラ として構想 してル ソーの ところに持参 した。 あとはル ソーに任せ るっ もりが、ル ソーは とて

も喜んで、結局コランセが歌詞を書 くことになった。少 しずつ歌詞を持参す ると、ル ソーは順

に曲をっけていき、第一幕が完成 した。ル ソーが序曲の作曲にかかっている問に、 コランセは

プ ロローグとディヴェルティスマンの一部の歌詞 を仕上げた。コランセ宅に音楽趣味のある人

たちを招待 して内輪の リハーサルをす ることにな り、ル ソーが 自ら歌ったが、 自らの レシタテ

ィフの出来 に満足できずに作曲を放棄 し、コランセ も作詞 を放棄 した。 しか し、未完の状態で

ル ソーの死後、出版 されて しまったとあ る。 リハーサル以降はル ソー とコランセがこの作品に

ついてお互 い語ることはなかった とい う。

　 このよ うにコランセの回想から 『ダブニスとクロエ』 とい う題材の選択は、実はル ソーによ

るものではなく、コランセによることがわかるが、上述 したように幼少期からさまざまな牧歌

的物語や音楽に親 しんで来たル ソーがこの題材を喜んだ ことは想像に難 くない。同時期に牧歌

劇 『村の占い師』を作曲 し直 していることも相乗効果をもたらしたのではないだろ うか。

『ダ ブ ニ ス と ク ロ エ 』 の一台 本

　 1779年 に 出版 され た 乃 αgη2εη∫4θD匁PHM∫ θ'CHLO左 の 編 者 の 巻 頭 言 に よ る と 、当初 は 歌 詞

を 完 成 し て も ら っ た 上 で 誰 か に ル ソー の 曲 の 完 成 を 依 頼 し よ う と し た が 、 作 詞 者(i.e.コ ラ ン

セ)に 断 られ 、 作 曲 者 を 見 つ け る の も 困 難 な の で 断 念 した と あ る。 作 詞 者 が 匿 名 に な っ て い る

背 景 に は そ う した 事 情 も あ る の か も しれ な い 。 作 詞 はM.***(***氏)と しか 記 さ れ て い な

い た め 、 現 在 で も'The　New　 Grove　 Dictionary　 ofMusic　 and　Musicians第 二 版(2001)の よ うな 代 表

的 な 音 楽 事 典 で さ え 、 上 述 した ボ ワ モ ル テ ィエ 作 曲 の オ ペ ラ ・バ レ の 台 本 作 者 ピエ ー ル ・ロ ジ

ョン の 名 が 誤 っ て 記 され て い る17。

　っつ いて、プ ロローグと第一幕の台本、未完 の第二幕 とディ ヴェルテ ィスマンの要旨がまと

め られ た あ と、 序 曲 、 第 一 幕 各 場 、 素 案 段 階 の プ ロ ロー グ 、 二 幕 の た め の 断 片 の 楽 譜 が 添 え ら

れ て い る 。 巻 頭 言 に よ れ ば 、 楽 譜 部 分 に だ け 見 られ る ダ ブ ニ ス と ク ロエ の 二 重 唱(Duo)と フ

ィ レ タ ス の ロ マ ン ス18の 作 詞 は ル ソー 自 身 の 手 に な り、 最 新 の ル ソ ー 全 集 で も そ の よ うに 考 え

られ て い る19。

　 で は 、 オ ペ ラ を ア ミ ョ訳 『ダ フ ニ ス と ク ロ エ 』 と比 較 し な が ら見 て い く こ と に しよ う。 コ ラ

17ピ エ ー ル ・ロ ジ ョ ン の オ ペ ラ台 本 『ダ ブニ ス と ク ロエ 』 の 変 遷 に つ い て は 、 中 谷(20B)を 参 照 。

18甘 美 な 旋 律 の 短 く て 素 朴 な 声 楽 曲 。
19Rousseau(2012d)

,　p.118.
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ンセの台本 とル ソーの楽譜 の歌詞 が異なることや楽譜のみに書かれた歌詞 もあるため、区別す

る必要がある場合には、それぞれ台本、楽譜 と表記する。

プ ロ ロ ー グ

　 舞 台 は ダ ブ ニ ス と ク ロ エ が 捨 て られ 、 そ れ ぞ れ 牝 由 羊 と牝 羊 に養 わ れ て い る の が 発 見 さ れ た

田 園 で あ る 。 オ ペ ラ は 羊 飼 い た ち が 牧 神 パ ン に 、 羊 飼 い 娘 た ち が ニ ン フ た ち に 捧 げ る た め 籠 い

っ ぱ い の 葡 萄 を 持 参 す る 場 面 か ら始 ま る。 羊 飼 い の 代 表 が パ ン とニ ン フ た ち に 祈 り を捧 げ 、 羊

飼 い た ち と 羊 飼 い 娘 た ち が 唱 和 す る。 つ づ い て 羊 飼 い 娘 の 代 表 の ア フ ネ(Aphne)が ニ ン フ の

加 護 を 祈 る。 ア フ ネ は さ ら に 羊 飼 い 娘 た ち に 、 思 慮 深 く あ る た め に は 羊 飼 い 男 た ち に頼 っ て は

な ら な い と 忠 告 し た の で 、 羊 飼 い の 代 表 が 反 論 し、 愛 の 神 が わ れ わ れ の 牧 草 地 で 生 ま れ 育 っ た

次 第(Ce　 Dieu,　dit-on,　dans　nos　prairies,/De　 Venus　 a　re?u　le　jour;)を 語 る 。 田 園 の す べ て は 愛 の 神

を 我 々 の 目 か ら隠 し、 そ の 姿 は ミツ バ チ よ り も小 さ い が 、 力 は 神 々 の 中 で 最 も 強 い と い う。

　 　 Un　gazon,　la　rose　vermeille,

　 　 Tout　peut　le　cacher　a　nos　yeux;

　 　 Il　est　plus　petit　qu'une　abeille,

　 　 Et　c'est　le　plus　puissant　des　Dieux.

そ して 羊 飼 い の 求 愛 を 頑 と して 聞 き 入 れ な い つ も りか と訊 く が 、 ア フ ネ は 譲 らな い 。 ア フ ネ が

「私 に 気 に 入 られ る に は 、 自制 し な け れ ば な らな い 」 と言 う と、 羊 飼 い は(ク ロ エ の 恋 人 で あ

る)ダ ブ ニ ス は 自 制 す る こ と も な く 自分 た ち よ り幸 せ だ と 言 う。 ア フ ネ は 妬 ま な い よ うに と諭

し 、 ダ ブ ニ ス が 男 た ち に 嘆 き を 引 き 起 こ した の に 対 し、 ク ロエ は 自分 た ち に 心 配 の 種 を 与 え た

の だ と答 え る。 ア フネ と合 唱 隊 が 「秋 が ま た 美 し い 日々 を も た ら す ～ 」 と歌 っ て プ ロ ロ ー グ は

終 わ る 。

　 こ の プ ロ ロ ー グ は 内 容 的 に は 独 自 の も の で あ る が 、 原 作 同 様 、 牧 神 パ ン の 像 や ニ ン フ の 洞 穴

が 重 要 な 要 素 と して 登 場 す る。 牧 人 た ち が 収 穫 し た 葡 萄 を 捧 げ る の も 、 第 二 巻 冒 頭 の 葡 萄 の 収

穫 場 面 を 想 起 させ る(2.1-2)。 そ こ で は ダ ブ ニ ス と ク ロ エ も ニ ン フ の 祠 に 収 穫 の 初 穂 の 蔓 の つ

い た ま ま の 葡 萄 を 奉 納 して い る(2.2)。 原 作 で は パ ン神 へ の 祈 りは 、 メ テ ユ ム ナ 軍 の 捕 虜 と な

っ た ク ロ エ の 無 事 な 帰 還 を 祈 る た め に 、 ダ ブ ニ ス の 夢 の 中 で ニ ン フ た ち が 促 す ま で 待 た ね ば な

ら な い が(2.23-24)、 そ の 後 は パ ン と ニ ン フ た ち 双 方 に ダ ブ ニ ス と ク ロ エ は 詣 で て い る(2.31;

2.38;3.12;4.39)o

　 愛 の 神 が 牧 草 地 で 育 っ た と い う逸 話 も 、 原 作 で は 葡 萄 収 穫 の 直 後 に 登 場 す る フ ィ レタ ス

(2.3-7)が ダ ブ ニ ス と ク ロエ に 語 る エ ロ ー ス を 思 い 起 こ させ る。そ こ で は エ ロー ス は 自然 全 体 を

支 配 し て お り(2.7)、 エ ロー ス が ア マ リュ リス の そ ば に 立 っ て い た の に 若 き フ ィ レタ ス に は 見

え な か っ た こ と(2.5)や 、 ゼ ウ ス も お よ ば な い ほ ど の 力 が あ り、 同 輩 の 神 々 ま で も 意 の ま ま に

で き る(2.7)こ と は 、 プ ロ ロ ー グ で 歌 わ れ る愛 の 神 の 姿 と 重 な っ て く る 。 ま た 、蜜 蜂 よ り も小

さ い とい う指 摘 は 、 原 作 で キ ス の 痛 み が 蜜 蜂 の 針 の 痛 み と 比 較 され る こ と(1.18)か ら の連 想

だ と思 わ れ る。

　 II



第 一 幕

　 第 一 場 は 老 羊 飼 い フ ィ レタ ス と 羊 飼 い 娘 ア フ ネ の 対 話 で あ る 。 プ ロ ロー グ が 舞 台 背 景 を 設 定

す る 場 とす れ ば 、 第 一 場 は これ か ら起 こ る 出 来 事 の 導 入 部 と い え る 。 二 人 は ダ ブ ニ ス と ク ロ エ

の 恋 を 羨 む 。 ク ロ エ に 求 婚 を 断 られ た 裕 福 な 羊 飼 い ラ ン ピス が 復 讐 を 企 て て い る こ と と 、 狩 り

に 来 た 領 主 が ダ ブ ニ ス を 連 れ て 行 く こ と が 予 告 さ れ 、 ク ロ エ が や っ て 来 る の が 見 え た と こ ろ で

二 人 は 退 場 す る。 こ こ で 原 作 に も 登 場 す る フ ィ レ タ ス が 姿 を 表 し 、 ア フ ネ と 共 に物 語 を 進 め る

上 で 重 要 な 役 割 を 果 た す こ と に な る。 プ ロ ロ ー グ に も 登 場 し た ア フ ネ は オ ペ ラ ・オ リ ジ ナ ル の

登 場 人 物 で あ る 。 原 作 で は ダ ブ ニ ス と ク ロ エ の 恋 の 進 展 を 助 け る 指 導 者 と して フ ィ レ タ ス

(2.3ff.)と リ ュ カ イ ニ オ ン(3.15ff.)が 対 と な っ て 登 場 す る が 、 ア フネ は リ ュ カ イ ニ オ ン の 代

役 と も い え る。 実 際 に ダ ブ ニ ス に 性 の 手 ほ どき を 施 す(い わ ば 、 ダ ブ ニ ス を食 べ て し ま う)牝

狼 に 由 来 す る名 を 持 っ 都 市 か ら来 た 女 リュ カ イ ニ オ ン で は な く 、 ダ ブ ニ ス の 語 源 で も あ る月 桂

樹(ダ ブネDaphne)に 音 の 似 た 美 しい 名 前 を 持 つ 羊 飼 い 娘 ア フ ネ は 、 よ り牧 歌 的 な 雰 囲 気 を

もた らす 。

　 っ つ く第 二 場 に は 、 ヒ ロイ ン の ク ロエ が 一 人 登 場 す る。 葡 萄 を 摘 む 女 た ち に ダ ブ ニ ス が 誘 惑

され な い か 不 安 に な る が 思 い 直 し、二 人 の 幼 少 時 か ら 愛 は 始 ま っ た と 歌 う(Avec　 lesjeux　 de　notre

enfance/Commencerent　 nos　amours/Nos　 coeurs　unis　des　la　naissance,/Doivent　 1'etre　pour　toujours.)o

ダ ブ ニ ス の 愛 が な く な っ た ら生 き て い け な い 、 ダ ブ ニ ス が 私 を 捨 て る な ら 、 も う二 度 と こ の 両

目が 開 か な い よ うに と嘆 き つ つ 、 待 ち くた び れ た ク ロエ は 眠 りに 落 ち る20。 こ の ク ロ エ の 独 白

は 、 ロ ン ゴ ス 第 二 巻 冒 頭 の 葡 萄 収 穫 の 場 面 で ダ ブ ニ ス が 葡 萄 摘 み 女 た ち に 褒 め られ た り、 キ ス

さ れ た り し て 有 頂 天 に な る の を 見 て ク ロエ が 悲 しむ 場 面(2.2)に 基 づ い て お り、眠 りに 落 ち る

場 面 は ダ ブ ニ ス が 葦 笛 を 吹 い て い る 傍 らで ク ロ エ が う と う とす る場 面(1.25)を 想 起 させ る 。

　 第 三 場 で 、 ダ ブ ニ ス が 散 ら ば っ た 羊 の 群 れ を集 め よ う と す る と 、 群 れ は ク ロ エ の 群 れ に 合 流

して く る。 ダ ブ ニ ス は 眠 っ て い る ク ロ エ を 発 見 し 、 彼 女 の 穏 や か な 寝 顔 や(Comme　 elle　dort

paisiblement!)閉 じ た 瞼(A　 travers　sa　paupiere　 close,1Perce　 encor　 la　douceur　 de　son　regard

charmant;)、 薔 薇 の よ うに み ず み ず し い 唇(Bouche　 fraiche　comme　 la　rose　 cf.　Longus　 1.18:ses

levres　sont　plus　tendres　que　roses)を 称 賛 す る。 唇 は キ ス を 待 っ て い る よ うだ と言 い な が ら(Sa

bouche　 scmble　attendre　un　baiser....maisje　 n'ose:)、 キ ス の 痛 み を 恐 れ て(Ton　 baiser　brule,　it　a　fait

mon　 tourment)敢 え て キ ス し よ う と は し な い 。

　 っ つ い て 「僕 た ち の 羊 飼 い 娘 た ち の 膝 の 上 で ～ 」 とエ ー ル が 歌 わ れ る。 ま ず 、 ダ ブ ニ ス が ク

ロエ の キ ス を 仔 羊 や 仔 山 羊 に キ ス し た 時 と比 べ て い るが(J'ai　baise　de　tendres　agneaux;/J'ai　 baise

de　jeunes　 chevereau)U.../Mais　 Ie　sien　est　toute　autre　chose)、 これ は 原 作 の ダ ブ ニ ス の 独 白

(1.18)j'ay　 souvent　baise　de　petits　chevreaux...mais　 ce　baiser　icy　est　toute　autre　choseを 明 ら か に

下 敷 き に して い る 。 ダ ブ ニ ス は ク ロ エ が 目覚 め る の を 恐 れ 、 雄 羊 た ち が 激 し く ぶ っ か っ て 音 を

立 て た の を 叱 り、 蝉 や 鳥 の 鳴 き 声 、 小 川 や 風 の 音 に ク ロ エ を 起 こ さな い よ う に と語 りか け る。

20ベ ル ナ ル ダ ン ・ ド ・サ ン=ピ エ ー ル の 回想 で は 、 「ク ロ エ を眠 りに 誘 う音 楽 ほ ど私 を 喜 ば せ る も の は な

い 」 とル ソー は 述 べ た と い う。See　 Vieillefond　 ed.(1987),　 p.　LXXXVI　 n.2.
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Enchants　 d'un　 si　doux　 sommeil,

Je　 desire&Grains　 son　 reveil.

　　　　　　　　　　　　　　 (Les　 beliers　 se　 heurtent.)

B61iers,　 quel　 bruit　 v董ens→e　 d曾entendre?

Vous　 etes　 toujours　 en　 discord:

Oh!que　 pour　 vous　 mettre　 d'accord

　　Le　 Loup　 ne　 vient-il　 vous　 prendre!

　　　　(oη 翩 θ〃dun　 bruit　 general,　 mele　 de　 chants　 d'・iseaux&de・ ゴgales・)

　　　 N'avez-vows　 pas　 assez　 chante,

Cigales,　 voulez-vous　 eveiller　 ma　 Chloe?

　　　　Vous　 faites　 retentir　 la　plainer

　　　　　　　 Oiseaux,　 taisez-vous;

　　　　　　　 Ruisseaux,　 coulez　 doux;

　　　　　 Vents,　 retenez　 votre　 haleine.

　　　　N'avez-vows　 pas　 assez　 chante,

Cigales,　 voulez-vous　 6veiller　 ma　 Chlo6?

こ の 場 面 は ま ず 、原 作 の ダ ブ ニ ス の 独 白 に よ る 眠 っ て い る ク ロ エ の 描 写(1.25)が 主 た る 材 源 に な

っ て い る 。

　　　 Ocomme　 ces　 beaux　 yeux　 dorment　 scefvement,　 que　 son　 haleine　 sent　 bon,… 　 mais　 pourtant　 je　 ne

　　　 1'oserois　 baiser,　 car　 son　 baiser　 picque　 &　 perce　 jusques　 au　 Coeur,　 　　　　davantage　 j'ay　 peur　 de

　　　 1'esveiller　 si　je　 la　baise:oque　 ces　 cygales　 font　 de　 bruit,　 elles　 ne　 la　 laisseront　 j-a　dormir,　 si　hault

　　　 elles　 crient;&d'autre　 coste　 ces　 boucquins　 icy　 ne　 cesseront　 aujourd'huy　 de　 s'entre-heurter　 avec

　　　 leurs　 cornes.　 O　 loups　 plus　 couars　 que　 renards,　 ou　 estes-vows-aceste　 heure　 que　 vous　 ne　 les　venez

　　　 paper?

キ ス の 痛 み や ク ロ エ を 起 こ さな い か と い う心 配 、 蝉 の 鳴 き 声 や ぶ つ か り合 う雄 羊(と 狼 へ の 言

及)は す べ て ア ミ ョ 訳 の こ の 箇 所 か ら取 られ 、語 彙 上 も か な り重 な っ て い る 。小 川(ruisseaux)

や 風(vents)へ の 言 及 も こ の 箇 所 の 少 し前(1.23)に 描 か れ て い る 初 夏 の 田 園 の 描 写 か ら だ と

思 わ れ る。 さ ら に 注 目す べ き は 、 台 本 の ト書 き に は ダ ブ ニ ス が 眠 っ て い る ク ロ エ を 「羊 飼 い 杖

に 両 手 を 寄 りか か ら せ て 」 見 つ め る と 書 か れ て い る が 、 原 作 に は 記 述 の な い こ の 姿 勢 が 十 八 世

紀 の ア ミ ヨ 訳 に し ば し ば 見 られ る挿 絵 そ の ま ま だ と い う こ とで あ る 。

　　ク ロエ が 目覚 め る 。 愛 を 誓 う場 面 で 牧 神 パ ン に か け て 祈 ろ う とす る ダ ブ ニ ス に ク ロ エ は 、 パ

ン は 浮 気 性 だ か ら(Le　 Dieu.../En　 amour　 est　un　Dieu　Leger)と 大 切 な 羊 の 群 れ に か け て 誓 うよ

うに 言 う(Jure　par　ton　troupeau　 Cheri,1...1Par　 la　chevre　qui　t'allaita./Par　la　brebis　qui　to　nourrit

toi-meme)。 原 作 で も 同 様 に(2.39)、 ク ロエ は パ ン に 祈 ろ う と す る ダ フ ニ ス にや は りパ ン は 惚 れ

っ ぽ い の で(Ce　 Dieu　 Pan...est　 un　Dieu　 amoureux)自 分 の 山 羊 に か け て 誓 うよ う に 言 うが
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(jure-moy　 par　ton　troupeau&par　 la　chevre　qui　to　nourrit&allaicta)、 表 現 を 比 較 す る と文 や 語 彙 ま

で ア ミ ョ訳 の 影 響 を受 け て い る の が よ く わ か る。

　 第 四 場 に 入 る と、 ダ ブ ニ ス を 追 い か け て フ ィ レ タ ス が 登 場 し、 ダ ブ ニ ス に 領 主 が 会 い た が っ

て お り、 自分 が 連 れ て 行 く こ と を命 じ ら れ た と語 る 。 離 れ 離 れ に な る こ と を 嘆 く ダ ブ ニ ス と ク

ロ エ 。 ク ロエ の 不 安 を 宥 め な が ら、 最 後 は お 互 い の 愛 と誠 実 さ を 誓 う二 重 唱 で 閉 め られ る。 台

本 で は ダ ブ ニ ス のMa　 chere　Chloe,　je　t'adore、 ク ロエ のJe　 sens　pour　toi　la　meme　 ardeurと い う台

詞 と、各 々 がRedis-le　 moi　cent　fois　encoreと 相 手 に 頼 む 台 詞 の 繰 り返 し が 中 心 だ が 、楽 譜 に は ま

っ た く異 な る ル ソー 作 詞 と思 わ れ る 二 重 唱 が 記 され て い る。 し か も楽 譜 の 方 で は 、 こ の 第 四 場

で ダ ブ ニ ス が 領 主 の 息 子 だ と判 明 す る の で(台 本 で は ダ フ ニ ス の 出 自が 明 らか に な る の は 、 第

二 幕 に な っ て か ら で あ る)、 話 の 展 開 が 少 し変 わ っ て く る。 さ ら に 楽 譜 で は 台 本 の 第 四 場 の 後 半

部 が 第 五 場 に 分 割 され 、 二 重 唱 も第 五 場 の 最 後 に 挿 入 され て い る 。

　 　 ‐Dans　 un　nouveau　 parentage,

　 　 Te　souviendras-tu　 de　moi?

　 　 ‐Ah!je　 to　laisse　pour　gage

　 　 Mon　 serment,　mon　 Coeur,　ma　foi.

‐Me　 reviendras-tu　 fidele?

Seras-tu　 toujours　 mon　 Berger?

‐Quelque　 destin　 qui　 m'appelle,

Mon　 ca?ur　 ne　 saurait　 changer.

‐Ah!sois-moi　 toujours　 fidele!

‐Je　 serai　 toujours　 ton　 berger.

一 行 目のun　 nouveau　 parentage(新 た な 血 縁 関 係)と い う言 葉 は 、 す で に ダ ブ ニ ス の 出 自 が 明 ら

か に な っ て い な けれ ば 出 て こ な い 台 詞 で あ る。 ク ロエ の 問 い か け に 対 して ダ ブ ニ ス が 彼 女 の 忠

実 な 恋 人 で あ りつ づ け る と約 束 す る 点 は コ ラ ン セ の 二 重 唱 と共 通 す る も の の 、 コ ラ ン セ の 単 調

な 台 詞 の 繰 り返 し と比 べ 、 ル ソ ー の 歌 詞 の 方 が 複 雑 で 生 き 生 き と し て い る 。 こ の 二 重 唱 の た め

に ル ソー は 二 種 類 の 楽 曲 を 作 曲 し て お り 、 一 つ 目は 牧 人 に は 真 面 目す ぎ る 調 べ だ っ た の で 、 よ

り牧 歌 的 に 作 曲 し直 し た と 述 べ て い る21。

　 こ の 第 四 場(楽 譜 の 第 四場 ・第 五 場)は 、 原 作 で は か な りコ ン テ ク ス トは違 う も の の 、 ダ フ

ニ ス と ク ロエ の 元 に フ ィ レ タ ス が 現 れ る場 面(2.3)と 、 特 に 第 四 巻 の ダ ブ ニ ス に横 恋 慕 した 食

客 グ ナ トン の 頼 み を 聞 い て 、 領 主 の 息 子 ア ス テ ユ ロ ス が 自分 の 召 使 と して ダ ブ ニ ス を 街 に 連 れ

て 行 く よ う父 親 に 頼 も う と す る 場 面(4.17-18)、 そ れ を 知 っ て ク ロエ と駆 け 落 ちす る か 心 中 し よ

う とダ ブ ニ ス が 思 い 詰 め る 場 面(4.18)、 ダ ブ ニ ス の 出 自 が 明 ら か に な り、実 兄 に あ た る ア ス テ

21Rousseau(1779)
,楽 譜 のp.64とp.124.
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ユ ロ ス ら が 追 い か け て き た の を 勘 違 い して ダ ブ ニ ス が 逃 げ よ う と し た 場 面(4.22)の 要 素 を 合 わ

せ て 創 造 した も の と 思 わ れ る 。

　 第 五 場(楽 譜 の 第 六 場)で 一 人 残 っ た ク ロ エ が ダ フ ニ ス の 出 立 を 悲 しん で い る と こ ろ へ 、 羊

飼 い ラ ン ピ ス が 仲 間 を 引 き連 れ て や っ て 来 て(台 本 の 第 六 場 、 楽 譜 で は 第 七 場)愛 を 告 白 し 、

貧 乏 な ダ ブ ニ ス よ り も裕 福 な 自分 の 方 が ク ロ エ を 幸 せ に で き る と言 っ て(Daphnis　 n'a　rien,　je

Buis　dans　1'abondance;)22、 嫌 が る彼 女 を 仲 間 た ち と共 に 連 れ 去 る と こ ろ で 第 一 幕 が 終 わ る 。

　 ク ロエ の 独 白 は 、 原 作 で ダ ブ ニ ス が 領 主 デ ィ オ ニ ュ ソ フ ァ ネ ス と ク レア リ ス テ の 息 子 だ と わ

か っ た 後 に ク ロエ が 嘆 く 場 面(4.27)と 対 応 し 、 そ れ に っ つ く第 六 場 の ク ロエ 誘 拐 も 、 原 作 で

牛 飼 い ラ ン ピ ス が 農 夫 の 一 隊 を 引 き 連 れ て ク ロエ を 誘 拐 す る挿 話(4.28)に 基 づ い て い る。 た

だ し、 ロ ン ゴ ス で は ダ ブ ニ ス が 領 主 の 息 子 とわ か っ た 以 上 は 、 ク ロ エ の 父 ド リ ュ ア ス も喜 ん で

自分 を 娘 婿 に して くれ る だ ろ う とい う ラ ン ピ ス の 意 図 と、 ク ロ エ が 憐 れ に 叫 び な が ら 連 れ 去 ら

れ た こ と が 説 明 さ れ る だ け な の に 対 し、 オ ペ ラ で は ラ ン ピ ス と ク ロ エ の 間 で 具 体 的 な 会 話 が 繰

り広 げ られ て い る。

第二幕

　第二幕については台本の要 旨と楽譜の断章のみがある。要旨によると、アフネがクロエ誘拐

を聞き、ダブニスの身の上を案 じていると、フィ レタスが現れ、クロエを救出 した次第を語 る。

さらにダブニスが領主の息子だ と判明 した と伝 える。羊飼 いたちを伴 ってクロエが戻って来 る。

アフネ からダブニスの出 自を聞き、見捨てられた と思ったクロエが嘆いているところへ23、ク

ロエに会 うた めにダブニスが城館 から逃 げて来る。ダブニスのクロエへの愛が領主の関心を引

き起 こし、かつてニ ンフの洞 穴で牝羊に授乳 されている赤子のクロエが発見 された時に着てい

た高価 な衣類や添えられていた宝石か ら、彼女もまた高貴な生まれであ ることがわかって、二

人の結婚が認 められ る。

　要 旨だけのため詳細はわか らないが、第二幕は主人公たちの認知に焦点が当たっている。 ラ

ンピスに誘拐 された クロエの救出は、原作ではダブニスに拒絶 された食客グナ トンの役回 りだ

が(4.29)、 オペ ラではフィレタスの役 目になっている。二人が実は高貴な生まれだった ことが

わか り、結婚 が許 される点は踏襲 されているが、クロエの両親 が誰かは原作 とは違い、わか ら

ないようである。

ディヴェルティスマン

　オペ ラの結びとなるディヴェルティスマンは、台本の要旨によると、羊飼いたちが牧笛の音

色に合わせて集 まり、歌競べ と踊 り競べが行 われる。牧人の服装をしたダブニス とクロエ も登

22原 作 で ダ ブ ニ ス と 牛 飼 い ドル コ ン が
、 ど ち ら の 男 前 が 優 っ て い る か を演 説 し合 う場 面(1.16)を 想 起 さ

せ る が 、 こ の 箇 所 は 当時 写 本 の 欠 落 部 の た め 確 認 され て い な か っ た の で ア ミ ヨ訳 に もな く 、直 接 の 影 響 は

な い も の と思 わ れ る。
23断 片 的 な 第 二 幕 の 楽 譜 に は

、 ク ロ エ が ダ ブ ニ ス に 捨 て ら れ た こ と を 嘆 い て い る場 面 と 思 し き 、 愛 の は か

な さ を 歌 っ た 歌 詞(II　 nest　plus　d'amans　 fidelles/II　 nest　plus　de　coeurs　constans/Le　 regne　dune　 bergere/Dure

helas　trop　peu　de　terns/C'est　 une　fleur　passagere/Qui　 nait　et　meurt　 daps　un　printems　 etc.)が 窺 え る 。

　 ,・



場 し 、 そ れ ぞ れ 葦 笛 と 牝 羊 を 勝 者 へ の 賞 品 と し て 申 し出 る。 高 貴 な 出 自 が 明 ら か に な っ た ダ ブ

ニ ス と ク ロエ は 、 一 旦 は 都 会 で 暮 らす た め に パ ン と ニ ン フ た ち の 像 に 羊 飼 い の 装 い を 奉 納 す る

が 、 大 切 な 品 々 や 田 園 生 活 を 手 放 す こ と を 悲 しみ 、 や は り村 で 暮 ら す こ と を 決 心 す る。 フ ィ レ

タ ス の 歌 う田 園 生 活 の 四 つ の 時 期 の 舞 曲(ロ ン ド)と 合 唱 隊 の 歌 う リフ レー ン で 幕 は 閉 じ る(な

お 、 楽 譜 の 舞 曲(ブ ラ ン ル)の ト書 き で は 、 フ ィ レ タ ス と ア フネ を リー ダ ー とす る 合 唱 隊 が 歌

う こ と に な っ て い る)。

　 な お 、 巻 頭 言 と 楽 譜 の ト書 き に よ る と 、 ル ソ`.作 詞 と され る フ ィ レ タ ス の ロ マ ン ス は 、若 く

美 しい 羊 飼 い と フ ィ レ タ ス が ア フ ネ を 巡 っ て 歌 競 べ を し、 フ ィ レ タ ス が 勝 者 と な る 際 の も の だ

と い う。 第 一 節 と 第 四 節 を 挙 げ る が 、 若 い 羊 飼 い の 華 麗 な 歌 に対 し て 、 老 羊 飼 い は 素 朴 で 無 垢

な 愛 を歌 っZい る。

　 　 　 　 Je　ne　suis　ni　jeune　ni　beau,　 　　　　　　　　　　　 Belle　Aphne,　 je　t'offre　en　ce　jour

　 　 　 　 J'ai　peu　de　talent　pour　plaire;　　　　　　　　　　　 Tout　ce　que　j'ai　dans　ma　puissance:

　 　 　 　 Mais　1'amour　de　son　flambeau　 　　 　 　　 　 　　 Un　Coeur　tendre,　un　fidele　amour

　 　 　 　 M'anime　 encore　et　m'eclaire.　 　 　　 　　 　 　　 　 Et　la　gaite　de　1'innocence.

　 こ の デ ィ ヴ ェ ル テ ィ ス マ ン も ダ ブ ニ ス と ク ロ エ が 生 涯 を 通 じて 牧 人 風 の 生 活 を 変 え な か っ た

と い う原 作 の 記 述(4.39)を 踏 ま え て い る 。 大 団 円 の フ ィ レタ ス の 歌 は オ ペ ラ 独 自 の も の で は

あ る が 、 フ ィ レ タ ス が 愛 を 歌 う と い う発 想 自体 、 原 作 で の ダ ブ ニ ス と ク ロ エ に 対 す る 恋 の 指 導

者 と して の フ ィ レ タ ス 像(2.3ff.)か ら来 て い る と思 わ れ る。

オペラ台本の特徴

　ジャック ・ア ミヨ訳のロンゴス 『ダブニス とクロエ』 とコランセのオペ ラ台本を比較 してわ

か るのは、いくつ かの印象的なエ ピソー ドを選び出 して、その他のエ ピソー ドにある要素 を散

りばめた り、登場人物の役割 を融合 した りしなが ら物語 が構成 されていることである。原作で

はむ しろダブニス とクロエ両者の対照性 が強調 されるが、オペ ラでは似 たような挿話はむ しろ

冗長になるだけなので、できる限 り減 らして物語展 開を簡潔に してい るといえる。特に驚かさ

れ るのは、第一幕の終わ りまでに原作の第一巻～第四巻前半の要素が凝縮 されている点である。

その分 、第二幕では原作第四巻後半のダブニス とクロエの認知と結婚の承認 とい う大団円に焦

点がほぼ絞 られ ることになる。

　原作では最 も重要 な、四季の移 り変わ りと共に少 しずつ ダブニス とクロエの恋が育 まれてい

く様は描かれず(む しろ幼少時から愛 し合っていたことになっている)、その結果、原作で恋の

指導者 としてフィレタス と対をなす人妻 リュカイニオンの代わ りに、名前が出て来 る中で唯一

オ リジナルの登場人物である羊飼い娘アフネが登場する。神々は祈 りの対象ではあるが、原作

のよ うに夢の中も含 め実際に顕現することはない。二人が引き裂かれ る危機 も、原作にあ る海

賊や戦争 の挿話、 ドル コンやグナ トンの主人公への横恋慕 といったエ ピソー ドは省かれ、ダブ

ニスの領主による招喚 とクロエの ランピスによる誘拐で代表 されている。少年愛や性愛に関す

る暴力的な要素 もほぼ取 り除かれ(ク ロエを誘拐す るランピスす ら、一方的 とはいえクロエへ
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の愛 を語 っている)、 田園での恋愛模様 を歌い上げることに集 中してい るよ うにみえる。一方、

テクス トの細部 を見ると、ア ミヨ訳に文章表現や語彙 レベルまで(時 には挿絵にまで)多 くを

負っていることがわかる。

　オペ ラ全体 を通 して注 目すべ きは老羊飼いフィレタスの役割 の大きさであろう。原作で もフ

ィ レタスはダブニズとクロエに恋について教 え、フィレタスか らダブニスへのシュ リンクスの

譲渡 とい う世代問の継承 がおこなわれ るな ど非常に重要な役割を果たす24。オペ ラではコンテ

クス トは異なるものの、第一幕第一場 から物語の進行役を果た し、ダブニスに領 主か らの招喚

を伝 えるのも、誘拐されたクロエ を救出す るのもフィレタスである。大団円のディ ヴェルテ ィ

スマンも、原作にあるダフニス とクロエの結婚式や初夜の場面で終わるのではなく、フィ レタ

ス と若い羊飼いの歌競べ と、フィ レタス(と アフネ)が 先導す る合唱で閉じられ る。 このよ う

にオペ ラ全体の軸 として働 いているのがフィレタスなのである。

結び

　 ジャン=ジ ャック ・ル ソーの最後 のオペ ラ 『ダブニス とクロエ』 が未完に終わったのは、晩

年 のル ソーの体調 問題 に加え、本職 の台本作家ではなかったコランセに とって、い ささか荷 が

重すぎた ことも一因だ と思われ る。 同 じ十八世紀の ピエール ・Rジ ョンの台本 と比べても25、

当時の社会背景や価値観 が垣間見 られ ることも少 なく、パ ン神 が突如顕現す るdens　ex　machina

の使用のよ うな大胆 な演出もな く、穏やかにパス トラル趣味を前面に押 し出したテ クス トだ と

いえる。第一幕第三場の眠ってい るクロエの傍でダブニスが歌 う美 しい場面 もあるが、歌詞 を

見れば、コランセの台本よ りもむ しろ楽譜のみにわずかながら現れ るル ソー 自身の手になるダ

ブニスとクロエの二重唱や フィレタスのロマンスの歌詞の方がはるかにオ リジナ リティに溢れ

た魅力 あるテ クス トになっ'ている感は否 めない。しか し、ロンゴスの古代 ギ リシア恋愛小説 『ダ

ブニスとクロエ』の受容 とい う観点か らみれば、当時ベス トセラーだったジャック ・ア ミヨ訳

を読み込んで創 られたことが細部 からもよくわかる興味深い台本だ といえるだ ろう。
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